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サステナブルな監査を実現する
Audit experience の変革

はじめに
PwC あらた有限責任監査法人（以下、PwC あらた）は、

PwCのPurpose（存在意義）である「社会における信頼を構
築し、重要な課題を解決する」を実現し、社会から必要とさ
れる存在であり続けるために、テクノロジーと人財への投資
を続けています。デジタル技術が急速に進化する時代におい
て、テクノロジーへの投資を成功させるには、企業の軸であ
るVisionが重要であり、PwCあらたは、「人」がリードし「テ
クノロジー」が支える未来を目指しています。

もちろん、テクノロジーを用いた監査の高度化はあくまで
手段であり、目的ではありません。被監査会社はもちろんの
こと、監査人、資本市場参加者など、全ての監査に関連する
ステークホルダーの監査体験（Audit experience）を持続可
能な方法で最高のものにすることが目的であると考えていま
す。そのために、監査現場の声・課題、一人一人のウェルビー
イングを意識した、人を中心とした変革を推進しています。

本稿では、その変革の具体的な事例を用いて、PwC あら
たにおける現場の声に基づく監査テクノロジーの変革の事例
と未来に向けた変革「サステナブルな監査を実現するAudit 
experienceの変革」について紹介します。なお、文中におけ
る意見は、全て筆者の私見であり、PwCあらたの正式見解で
はないことをお断りします。

1 アシュアランスを取り巻く環境

デジタル技術の急速な進化に伴い、世界は大きな変化を遂
げ、財務報告や監査の信頼性に関する市場のニーズや期待
も変化しています。最近ではAI（人工知能）やロボット技術
の進歩も目覚ましく、今後も世界は大きく変化していくこと
が予想されるため、PwCあらたにおいてもアシュアランスの
バリュー・方法を見直す必要性があると考えています。

過去を振り返ると、今までも社会の変化、法律の改正や新
たな制度の導入により、監査人の業務は変化・拡大し、働き
方や必要なスキルも変化してきました。

例えば、コンピュータが普及する前は、紙・鉛筆・電卓を
使用し、山積みになった大量の請求書や注文書をデスクに広
げ、全て手作業で対応していました。後にコンピュータが普
及してからは、被監査会社から必要なデータをメールで入手
したり、表計算ソフトでデータを照合したりするなど、大い
に効率化が進みました。しかしながら、引き続き必要な証憑
を段ボール箱から探し出すなど、本来発揮するべき「監査人
であるからこそできる仕事」（財務情報の信頼を裏付ける判
断を行う、被監査会社と密なコミュニケーションを行うなど）
以外の仕事もまだあるのが実態でした。そのような中で、ア
シュアランス業務は日々拡大しており、現状も監査人・被監
査会社の負荷はますます増えています。労働時間・精神的負
荷により、サステナブルではないAudit experienceとなって
いるのです。

2  2030年に向けて求められる 
監査テクノロジー

このような環境において、PwCあらたでは日々の監査現場
でのAudit experienceを改善・変革するために、「テクノロ
ジー先行」ではなく「ヒト先行」の開発による監査のデジタ
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ル化を推進しています（図表1）。
「私たちが目指す未来の監査」とは、一人一人の強みを最

大限に発揮し、監査に関わる全てのステークホルダーが心身
ともに健康的な状態で活躍することで実現される監査です。
VUCA（社会やビジネスにおいて、環境が目まぐるしく変化
し、将来の予測が難しい状態）の時代に、社会に信頼を築き

（Trust）、継続的に価値ある結果（Sustained outcomes）を
提供し続けるというPwC の Purpose を達成するためには、
労働時間・精神的負荷を削減し、高付加価値を提供する、
Audit experienceの変革が必要不可欠です。

そこでPwCあらたは、2030年に向けた新たな挑戦として、
今後アシュアランスに求められるであろう3 点（図表 2）に
対して、テクノロジーを活用したアプローチを行っています。
このアプローチにより、次世代にも利用できるサステナブル
な監査テクノロジープラットフォームを構築することで、「信
頼のバトン」を次世代に渡すことができると考えています。

3  サステナブルな監査を実現する 
Audit experienceの変革

これまでPwCあらたが行ってきた監査現場に対する調査・
分析を踏まえると、監査現場における課題は、監査業務にお
ける「小さな積み重ね」が監査全体の負荷を高めていること
だと考えられます。

監査においては、毎期の重要論点を検証したり、会計上の
見積りの検証や、企業買収などの重大なイベントにおける影
響調査から実証手続を立案したりしますが、高度な専門知識
が必要とされる監査手続による業務負荷だけでなく、監査
資料の遅延に伴う受領待ちやデータ加工といった、監査手続
には示されないような業務の負荷が高いのが実態です。こう
いった監査における些細な経験を快適にするようなテクノロ
ジーが監査の課題を解決すると私たちは考えています（図表
3）。

図表3：サステナブルな監査を実現するAudit experienceの変革

小さな積み重ねが監査の負荷を
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による資料と作業
の紐づけ
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ングでデータを取得

統合社内手続システム
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AIが音声を書き起こし突合作業を自動化

ノーコードツールによる
データ加工の自動化

電子プラット
フォームで資料
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出所：PwC作成

図表1：PwCあらたのテクノロジー開発アプローチ
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出所：PwC作成

図表2：Audit experienceの変革に向けたアプローチ

新たなリスクに対する
アプローチ1

AIの導入や定性情報分析など
の強力なデータドリブン監査の
導入を進める

多様な人財の活躍2
PwCあらたで働く人のサステナ
ブルな働き方を支え、自動化に
よって生産性を向上させる

さまざまな環境変化に
対応できる業務体制3 物理的な制約がない、職場・プ

ロセスのバーチャル化を進める

2

3

出所：PwC作成
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そこで PwCあらたでは、現場全体を見渡して監査業務を
3つに分類し、Audit experienceを変革するテクノロジーを
マッピングした「監査テクノロジーマップ」を作成し、2025
年に向けた課題を解決するツールを多く導入しています（図
表4）。さらに2030年に向けては、次世代監査プラットフォー
ムの導入を進め、数多あるテクノロジーをつなげることで
Audit experienceに変革を起こしていきます。

4 テクノロジー開発を支える源泉

2025年、2030年の2つのステップを踏んだ開発の源泉は、
図表 5に示した「Culture–Capability–Network」です。こ
の3つの強みを活かしながら、監査テクノロジーマップを用
いた開発や次世代監査プラットフォームの開発に取り組んで

図表5：テクノロジー開発を支える源泉

Network

Capability

Culture 監査現場の声を拾い上げるSpeak upのカルチャーが、
監査現場の真の課題を解決するための、監査現場で
使われるテクノロジーの開発・導入を可能とする

PwCメンバーファームのみならず、テクノロジー会社とのアライアン
ス、Alumniネットワークなどの、さまざまな人と人とのつながりが、
豊富なテクノロジー開発を可能とする

監査変革担当アシュアランス・イノベーション&テクノロジー部の
設立、デジタルブートキャンプなどの人財の能力の開発が、
テクノロジー導入の推進を可能とする

出所：PwC作成

図表4：監査テクノロジーマップ

データ利用データ抽出・入手

システムからのデータ抽出
ツール
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電子上で確認状のやり取り
を行うプラットフォーム

電子確認状
プラットフォーム
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コンバーター

ノーコードETL 
アプリケーション

データ加工・
分析ツール

国内ERP含む、主要な
ERPシステムの財務デ
ータを、分析ツールが
必要とするデータモデ
ルに変換するツール

Smart Audit Platform

契約書分析AI

証憑突合AI-OCR

監査調書自動作成ツール

自動校正ツール

XBRL開示書類
チェックツール

Process Mining
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金融商品時価自動評価

テキスト情報解析ツール

不正検知AI

仕訳スコアリングAI
さまざまな過去の監査データを
学習した、熟練の監査人のノウ
ハウをモデリングした、仕訳の
異常度をスコアリングするAI

ベンダーからの時価や自動計
算ツールにより金融商品時価の
自動評価

XBRL情報を用いて、開示書類
チェックを自動化するツール

証憑をOCRで読み込み取引
データと突合するツール

過去の訂正報告書情報等に基
づき、財務諸表に対する不正リ
スクを評価するAI

仕訳データを用いて分析を行う
データ分析ツール

開示書類等のバージョンチェッ
クや誤字・脱字・表記ブレを自
動でチェックするツール

契約書からAIが自動で分析し
て条項を抽出するツール

ニュース・SNSデータを用いて
テキストマイニングを行うツー
ル

ログデータ等から業務プロセス
を可視化し、内部統制の理解・
不正な取引の抽出を行うツール

税金や固定資産等において監
査調書で必要とされるデータ・
文言を自動で作成するツール

開示書類のチェックをAIにより
半自動化するプラットフォーム

Aura

自動翻訳ツール

音声書き起こしAI

社内手続プラットフォーム

予実管理ツール

不正事例データベース

VR
監査調書の管理等、財務諸表監査のプロ
セス全体を管理するプラットフォーム

テレビ会議や録音された音声からAIが文
字を書き起こすツール

監査プロジェクト等の予算・実績の費用
を自動集計・分析するツール

オンボーディングや研修で用いるVRゴー
グルおよびVRアプリケーション

Digital Lab
独自の辞書を持ち合わせて、 さまざまな
シチュエーションに対応できる 高品質な
自動翻訳ツール

社内手続の依頼や情報を集約化したプラ
ットフォーム

公表されている不正事例を分析して、ラ
イブラリー化したデータベース

データ加工・分析ツールやBIツールの事
例を共有するプラットフォーム

データ分析に関するさまざまなアプリケーション・データを統合するプラットフォーム

外部ベンダー開発PwC Japanグループ開発海外PwCメンバーファーム開発

※導入予定／準備中のものを含む

出所：PwC作成
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図表6：現場のための、ヒトを中心としたテクノロジー開発アプローチ

＋

数多あるテクノロジーをつなげてAudit experienceに変革を起こす監査プロセス全体を見渡し、各課題を解決するテクノロジーを多く導入

現在は、現場全体を見渡し、課題を解決するツールを多く導入しており、 
2030年に向けてAudit experienceを変革する次世代監査プラットフォームを導入する

2025年に向けた開発

監査テクノロジーマップ 次世代監査プラットフォーム
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プ
リ
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プ
リ
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プ
リ
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リングAI
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予実管理ツール

不正事例
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※詳細は図表4（8ページ）を参照

出所：PwC作成

います（図表6）。

5 2025年に向けたテクノロジー開発

ここからは、2025年に向けた現在開発・導入中のソリュー
ションを紹介します。

先に述べたように、PwCあらたでは、サステナブルな監査
を実現するAudit experienceの変革を達成するために2025
年、2030年の2段階でテクノロジー開発を進めています。

監査業務は被監査会社の影響を大きく受けるため、データ
および業務プロセスは現場ごとに大きく異なります。そのた
め、一般的には業務効率化や工数削減を目指す場合、大規
模システムを1つ導入して効果が発揮されることを期待しま
す。しかし、PwCあらたでは現場の声に基づいた小さな仕組
み、小さなソリューションの積み重ねによる変革が効果的で
あると考えています。

そこで、2025年に向けた開発においては、監査プロセス全
体を俯瞰するために監査業務を「データ抽出・入手」「データ
加工」「データ利用」の3つに分類し、それらの業務課題を解
決するためのテクノロジーを導入しています。

ここでは、2025 年に向けたテクノロジー開発の分類であ

る「データ抽出・入手」「データ加工」「データ利用」について、
どのような Audit experience の変革がなされてきているか
を、事例を挙げて紹介していきます。

事例1　データ抽出・入手：Extract

1 つ目は、データ抽出ツール「Extract」の取り組みです。
Extractは被監査会社のERP（統合基幹システム）と監査法
人のデータ分析システムをセキュアに接続し、監査人が被監
査会社のデータを直接入手することを実現するツールです。

従来のプロセスにおける、監査現場におけるデータの抽
出・入手は、図表 7 のように資料を必要とする側（監査人）
と資料を用意する側（被監査会社）が異なるため、課題が多
く発生します。

こういった監査人のみならず、被監査会社にとって問題の
あるAudit experienceを変革するツールが「Extract」です。
Extractを導入することでデータの取得を自動化し、データ
提供プロセスを簡素化することで、被監査会社と監査人の
双方の時間を削減します。これにより、監査人は計画通りに
作業が進み、被監査会社への説明・督促の負荷が削減され
ます。また、以前よりも多くの情報が利用可能となり、高品
質な監査の実現にも貢献します。さらに資料依頼のコミュニ
ケーション負荷の削減は、作業時間の削減効果だけではなく、
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精神的な負荷の軽減もあり、被監査会社・監査人ともにデー
タ抽出・入手のAudit experienceの課題が解決されると考
えています（図表8）。

事例2　データ加工：データ分析ツール

2つ目は、データ分析ツールの取り組みです。PwCあらた
では表計算ソフトに代わる、大量データの加工・分析フロー
を簡単に自動化開発できるデータ分析ツールを導入していま
す。データを取り扱う機能が豊富にあるため、さまざまな業
務に対して導入可能です。

データ分析ツールは、これまで指摘されてきたさまざま
な表計算ソフトの問題点を解決します。しかし、データ分析
ツールを導入するためには多くのハードルがあり、ただツー
ルを購入するだけでは課題は解決されません（図表9）。

これらの課題に対してPwCあらたでは、アップスキリング
のアプローチを行っています。従来のDXは、少数の誰かが
最先端のテクノロジーを習得することで行われており、多く
の社員にとって自分事ではなく、「いつか誰かが変えてくれ
る」といったイメージがあったのではないでしょうか。PwC

あらたでは、分析ツールのスキルを学び、自分自身で実務に
落とし込み、自動化・効率化を実現する「アップスキリング
アプローチ」でDXを推進しました。また、作業の自動化など
を実現するとともに新しいスキルを学ぶというDXの成功体
験を経験し、より一層DXが推進されています。

事例3　データ利用：突合・チェック

3 つ目は、請求書や注文書、残高確認書などのエビデン
スと財務数値との整合性チェックを行う重要な監査手続の
Audit experience の変革です。整合性チェックは、監査現
場においては多くの人員を割く単純かつ反復の作業であるた
めに、図表 10のようにさまざまな精神的な負荷が発生して
います。

また、先ほど紹介したデータ分析ツールと同様に、AI-OCR
（人工知能搭載型光学式文字読み取りシステム）や AI 分析

ツールなどさまざまなツールを導入したとしても、新たな課
題が生じています。その課題は、年に一度の決算期に多くの
業務が発生するという監査業務の特徴に起因しています。そ
のような頻度の低い業務にツールを導入する場合、そのツー

図表7：データ抽出・入手の課題

被監査会社

数字の修正が入るた
びに何度もデータを
送り直さなければな
らない

依頼された資料が何を意味
するかよく分からない

決算期の忙しい
時期に監査人の
対応をしなけれ
ばならない

資料が来ず、作業が
後ろ倒しになり、過
度な残業が発生して
しまう

依頼した資料の説明が不足し
ていて、誤った資料が来た

被監査会社に
資料を督促し
なければなら
ない

監査人

データの抽出・入手の従来のプロセスは、資料を必要とする側（監査人）
と資料を用意する側（被監査会社）が異なるため、課題が多く発生

出所：PwC作成

図表8：データ抽出・入手の効果

被監査会社

監査人への資料送付の
負荷が大幅に削減

以前よりも、より
多くの情報を利
用可能

被監査会社への説明・
督促の負荷が削減

作業を計画通り
に実現可能

監査人

監査人が直接データを入手することにより、 被監査会社・監査人ともに
データ抽出・入手に関する課題が解決される

出所：PwC作成
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ルは年に一度しか使われない、というケースが多くあり、現
場では「年に一度しか利用しないツールを学ぶ意欲が湧かな
い」という声が多発しました。

そこでAudit experienceの変革のアプローチとして、ツー
ル導入だけでなくもう一歩進んだ形として、PwCあらたでは
専門部隊による集約化とテクノロジー導入の組み合わせによ
る効率化を図っています（図表 11）。例えば、開示される有
価証券報告書のチェックの業務は、各監査チームにとっては
年に数回の作業ですが、その作業を専門部隊に集約させれ
ば、集約による学習効果が発揮され、ツールの活用も一層進
みます。

このような集約化・テクノロジー導入によって、専門部隊
により高品質かつ速い突合・チェックが提供され、工数削減
および品質の向上が期待できます。適材適所の分業を行い、
テクノロジーを導入することにより、最も効率的な導入パ

ターンを実現しています。

事例4　データ利用：分析

Audit experienceの最後の事例として、ビッグデータを利
用したテキストマイニング分析の研究について紹介します。

昨今、地政学リスクや感染症をはじめとする多様な外部要
因により、監査においても過去に取り扱っていなかったよう
な影響を受けています。加えて、外部要因の発生頻度も高ま
り、結果として監査の現場では時限的猶予のない予期せぬ分
析が求められています。

このような環境において、監査人は非常に多くの課題を抱
えています。社会にとって未知なリスクにおいて、どのよう
な情報を信頼すればよいか分からない中、膨大な情報を読み
漁り、被監査会社が主張するリスク分析の適否の判断を行わ
なければなりません。そのため未知の外部要因分析は、極め

図表9：データ加工：ツール導入前後の課題

どう使えばいい
か分からない

上司が表計算ソフトで
作ってほしいと言ってくる

新しいツールを
学ぶのが大変

監査人

表計算ソフトほど業務に根付いたツールを代替する
ツール導入のハードルは極めて高い

監査人

表計算ソフトの
どこでエラーが
出ているか分か
らない

前任者が表計
算ソフトで作成
した処理がよく
分からない

前にやった表計算ソフトのデータ
加工の過程が残っていない

表計算ソフトでのデータ加工は透明性が低く、引き継
ぎや繰り返し利用することが難しく、何度も同じ作業
をやり直すことが多い

ツール導入前の課題 ツール導入後の課題

出所：PwC作成

図表10：突合・チェック：ツール導入前後の課題

年に数回しか使わないツール
が多すぎて使いこなせない

監査人

突合・チェック作業は、監査において大切なプロセス
でありつつも、単純かつ反復の作業であるため、さま
ざまな負荷がかかる

突合・チェックのために必要なツールの種類が多
すぎて、監査人が全てのツールを使いこなすこと
が困難

ツール導入前の課題 ツール導入後の課題

監査人

専門知識を使
えるところが限
定的

いつ終わるの
だろうか

単純作業がつまらない

出所：PwC作成
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て負荷が高く、現場を圧迫しています（図表12）。
PwCあらたでは、これらの課題を解決するソリューション

として、テキストマイニング分析について研究しています。
具体的には、世界中のニュースや SNSといった外部ビッグ
データをAIによる自然言語処理およびテキストマイニングを
用いて分析し、監査・保証業務における外部要因把握を迅
速かつ高品質にできないかを検証しています。

これまでの監査チームの分析では、属人的な分析であり、
特定のメディアや業界に調査が偏っていましたが、外部ビッ
グデータを用いたテキストマイニングにより全世界の情報を
網羅的に分析することが可能となり、従来の調査よりもより
網羅的なマクロ分析が可能となります（図表13）。

未知のリスクに立ち向かうときは、常に緊張が走り、一線
にいる監査人には不安がつきまといます。そのような状況
を打破する技術が、外部ビッグデータを用いたテキストマ

イニングであり、それによって未知のリスクに対するAudit 
experienceの変革を実現できるのです。

6  2030年に向けたテクノロジー開発： 
次世代監査モデル

	5	 で紹介したように、すでに監査現場には、現場全体を俯
瞰して課題を解決するツールが多数導入されています。あら
ゆる情報がデジタル化され、新たな価値と脅威が次々と生み
出されている社会動向を踏まえ、PwCあらたは、Web3や生
成AIなどの最新テクノロジーの導入など、さらなる情報技術
への投資を積極的に行い、より高い信頼性を確保するために
高度な監査技術の開発に取り組んでいます。

その中心的な取り組みとして、PwC あらたでは、2030
年までに既 存の数 多あるテクノロジーをつなげて Audit 

図表11：データ利用：突合・チェック効率化

会計士 専門部隊

会計士

突合・ 
チェック

会計士

突合・ 
チェック

会計士

突合・ 
チェック

Start

会計士

会計士

会計士

突合・ 
チェック突合・ 

チェック突合・ 
チェック

専門部隊

集約化

＋

テクノロジー

専門部隊
会計士

会計士

会計士

テクノロジー導入

 専門部隊による高品質かつ速い突合・
 チェックの提供により会計士の負荷軽減

効果

1
 テクノロジーを用いた作業により、
 作業効率・品質の向上

効果

2
出所：PwC作成

図表12：データ利用：分析の現状の課題

監査人

どのデータソース
を信頼するべきか、 
それで十分なのか
分からない

クライアントの
分析の適否の
判断が難しい

片っ端から情報を収集し、
分析しなければならない

未知の外部要因分析は、極めて負荷が重く、現場を圧迫している

出所：PwC作成

図表13：テキストマイニング導入の効果

クライアントに
バリューを発揮
できる

自身のリサーチ分析作業
への不安を払拭できる

未知のトピックの
概要が簡単に把
握できる 監査人

ビッグデータを用いて外部要因の分析を行うツールを用いることに
より、不確実な環境においても監査でのリスク分析を可能とする

出所：PwC作成
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experienceに変革を起こす「次世代監査モデル」の実現を
目指しています（図表 14）。次世代監査モデルとは、被監査
会社とPwCあらたの監査データプラットフォームを接続し、
共有されたデータをAIが解析し、その解析結果をもとに、監
査人が適時に被監査会社とコミュニケーションを取りながら
監査を進めていくという、PwCあらたが目指す新しい監査モ
デルです。

次世代監査モデルの実現は、PwCのPurpose である「社
会における信頼を構築し、重要な課題を解決する」を実現す
るために必要不可欠な要素であり、PwC グローバルネット
ワークとして10 億米ドルの投資をするコミットメントを掲げ
ています。次世代監査モデルは単なるソフトウェアのアップ
グレードや一連のテクノロジーの導入にとどまらず、次世代
にも引き継がれるサステナブルな監査を実現するための基盤
となると考えています。

7 次世代監査モデルと 
 Data acquisitionの変革

次世代監査モデルは単なる強力なプラットフォームの構築

にとどまりません。次世代監査モデルの目指すデータドリブ
ンの監査を実現するためには、良質なデータを取得し、ツー
ルを使いこなす監査人のスキル獲得が必要です。

データ・AI が中心となる次世代監査モデルを実現するた
めには、被監査会社のシステムから監査上必要なデータを
抽出し、安全にデータプラットフォームに送付する「Data 
acquisition（データ取得）」が重要になります。被監査会社
の情報が、電子データとしてかつ標準化された形でリアルタ
イムでPwCあらたの監査データプラットフォームとつながる
ことにより、データの蓄積、データの変換・標準化、各種デー
タの突合・計算から、データをもとにしたAIによる分析、将
来予測が可能となります。

Data acquisition の変革を行い、次世代監査モデルを導
入することにより、これらの一連の手続きが自動化され業務
の効率化が進みます。その結果、監査人が分析結果などを
適時に確認し、プロフェッショナルとしての監査上の判断に
多くの時間を割くことが可能となります。その結果、被監査
会社にこれまでにないスピードの監査とデータに基づく深い
インサイト、これまで以上に高い品質のサービスを提供する
ことができます。

図表14：次世代監査モデル

Extract
/Connect

API連携
等

PwC

■ 被監査会社や外部データと常時接続し、リアルタイムでデータの突合・計算・分析・予測等を行う
■ 会計士は、自動処理された結果をリアルタイムで確認・判断し、被監査会社とのコミュニケーションに注力する

会計士テクニカル・コンピ
テンシー・センター（TCC）

テクニカル・スペシャリスト

会計システムや上流シス
テム等の各種システム以
外に紙面データ等も連携

被監査会社

　

会計システム 〇〇システム

　

外部の市場データや業界
データ、銀行などの第三
者のデータとも連携

外部

銀行等

市場データ

〇〇データ

業界データ

被監査会社データ、 
外部データ、PwC内
部データなど、業務
上必要なデータを一
元的に管理

分析結果等をリアルタイムに確認し、監
査上の判断を行う。 必要に応じてクライ
アントとのコミュニケーションを実施

データ蓄積

将来的には
常時接続

標準的な業務や
監査業務のサポート

データ加工、自動計
算や分析のサポート

監査データプラットフォーム

データ形式、項目、
勘定科目等を標準
化することで、あら
ゆる会社のデータを
分析・処理すること
が可能

データ変換・標準化

　
突合結果や分析結
果をリアルタイムで
出力。結果をもとに
監査調書を自動作
成。クライアントコ
ミュニケーションに
利用する

出力・可視化・調書化

突合・計算

各種データ同士の突
合、再計算等の実施

分析・予測

データをもとにAIが分
析・将来予測を実施

　

　

出所：PwC作成



特集：サステナブルな監査を実現するAudit experienceの変革

14 PwC’s View-Vol. 45 | July 2023

PwCあらたでは、次世代監査モデルの実現に向けて先に
述べた「PwC Extract」の導入をより一層加速させて、被監
査会社のデータ利用を推進しています。

8 監査人のスキルの変革

次世代監査をはじめとするサステナブルな監査を実現する
Audit experience の変革を行うためには、監査人のスキル
の変革も必要になります。前述した次世代監査モデルを実現
する「次世代監査プラットフォーム」（図表 15）が導入され
る未来では、AI 技術の導入やこれまでにない技術が発展し、
さらなる変化が起こるのは間違いありません。これらに備え
リードしていくために、監査人のスキルの変革を進める必要

があり、特に以下の2点が重要だと考えます。

（1）Inclusion & Diversityのマインドセット

監査人の専門領域は日々拡大し、高度かつ新たなスキルが
求められるようになります。例えば企業価値および成長性を
判断する上で、企業の非財務情報の重要性はますます高まっ
ており、今後も企業価値を正しく判断するために、より多く
の情報開示が求められるようになってきますが、監査人だけ
では、全ての専門領域の知識を習得することは難しいもので
す。被監査会社に深度あるインサイトを提供するには、これ
まで以上に社内の各専門家と協働する必要があります。そし
て、これまで関わる機会の少なかった専門家と協働するには、
お互いの価値観を尊重し、理解し合うという「多様性」とい
う側面がますます重要になっていくと私たちは考えています。

図表15：次世代監査プラットフォームの特徴

イ
ン
サ
イ
ト

将来に向けた大胆なビジョン
人がリードし、テクノロジーが支える、データに基づく次世代監査

5年間で10億米ドルを投資
PwCのグローバルネットワークは、人が
リードし、テクノロジーが支える、データ
ドリブンな監査によってクライアントの
体験を変革するために、将来に向けて投
資しています。

世界が変われば、
サービスのニーズも変わる

私たちは絶えず進化し、未来に挑戦
するために、監査の方法を常に革新し
ています。

PwCあらたの次世代監査は、次世代
の発想で未来に挑戦しています。私た
ちは、データを駆使し、品質と価値を
高め、負荷を減らす、完全に統合され
た革新的な監査エコシステムを構築
しています。このエコシステムは、
ESGを含む資本市場における信頼構
築に向けた重要な取り組みであり、私
たちにとって非常に大切なイニシア
ティブです。

次世代監査
プラットフォーム

デ

　ー

　タ

品　質

効率性

ダイナミックスピード

インテリジェント

的を絞った対応

適切な監査対応機能拡張

透明性

安全性
予測分析とデータドリブン
なリスク評価により、クラ
イアントのビジネスをより
深く、直感的に理解

問題の早期発見とリスク
の洗い出しの改善

適切な時期に適切なタ
スクを完了するための
リアルタイムでの管理

作業の自動化のため
のコグニティブテク
ノロジーの活用

会社の規模、複雑
さ、領域、市場に
応じて調整

AIによる異常検知
と全データを利用
した分析

クライアントの情報を保護
し、正しい情報を提供する
ため、主要なテクノロジー
企業と提携

監査状況と問題解決のリ
アルタイム処理、想定外
の問題の最小化

出所：PwC作成
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荻野 創平（おぎの そうへい）

PwCあらた有限責任監査法人　アシュアランス・イノベーション&テク
ノロジー部　ディレクター
公認会計士・公認システム監査人。2013年PwCあらた有限責任監査法
人に入所。国内大手銀行の国際金融規制関連のアドバイザリー業務を中
心に従事。主に市場業務のコンプライアンス体制・リスク管理体制整備
における業務・手続整備、システム開発を支援。2019年監査のデジタル
化を推進するアシュアランス・イノベーション&テクノロジー部（AIT）に
異動。テクノロジーを用いた自動化や高度な分析の導入をリード。現在
は、総勢27名で40個のプロダクトを開発するAITのテクノロジーソリュー
ションチームを統括するプロダクト・ポートフォリオ・マネージャー。昨
今は、PwCあらたのDXにより培ったノウハウを活かした、企業のDX 支
援・リスキリング支援を実施。
メールアドレス：sohei.ogino@pwc.com

大野 真実（おおの まみ）

PwCあらた有限責任監査法人　アシュアランス・イノベーション&テク
ノロジー部　シニアアソシエイト
米国公認会計士。2017年8 月、PwC米国ミシガン州デトロイト事務所に
入所。日系企業および外資系企業の米国会計基準（US GAAP）、国際財
務報告基準（IFRS）による会計監査や、内部統制監査に従事。2019 年
3 月PwCあらた有限責任監査法人に入所後、製造・流通・サービス部門

（MDS）消費財・産業財・サービス部（CIPS）に所属し、エネルギー業界、
製薬業界の上場企業および海外の上場企業を中心に、監査業務を提供
する。特にUS GAAPないしIFRS、JSOXを適用する会社の監査業務を担
当する。監査業務とともにデジタルアンバサダー、デジタルアクセラレー
ターとして法人内のデジタル推進活動に従事。2022年 7 月よりアシュア
ランス・イノベーション&テクノロジー部（AIT）に異動。現在は法人内
のデジタルリテラシーの向上、監査業務の効率化をリード。
メールアドレス：mami.m.ono@pwc.com

多様なメンバーとのコミュニケーションにおける負荷はこれ
までも生じていますが、円滑なコミュニケーションを図るた
めのスキルを身につけることが、Audit experienceの変革に
つながります。

（2）デジタルアップスキリング

先に述べたように次世代監査プラットフォームはデータ・
AIを最大限用いるプラットフォームとなるため、監査人は会
計監査の専門知識にとどまらず、データを理解し読み解く力、
深度あるインサイトを得るためのデータ分析のスキルを持ち
合わせる必要があります。そしてそのスキルを組織全体に浸
透させるためには、組織全体で「データドリブンカルチャー」
を根付かせるマインドセットの変革が必要です。

最近では、生成AIによる急速な発展により、これまで私た
ちが想像もしなかったことや、実現するのは数十年後と信じ
て疑わなかったようなことが可能になり、日々社会に衝撃を

与えています。このような不確実な時代に対応するためには、
柔軟な考え方と、新しいことへの探求心が必要です。さらに、
新しいツールやテクノロジーが目まぐるしい速さで現れては
消えていく中で、いかに素早く効率的に技術を習得するか、
ということも重要になります。

このように、データ・AIにより日々変化するビジネス環境
に対応するため、PwCあらたでは、デジタルのアップスキリ
ングに関する研修や取り組みを幅広く行っています。詳細は

「アップスキリングによる監査業務変革」（本誌22ページ）で
紹介しています。

以上、PwCあらたにおけるテクノロジーによる変革を紹介
しました。PwCあらたは人を中心としたテクノロジー開発を
行い、次世代監査プラットフォームを一歩ずつ築き上げて、
次世代のAudit experienceに変革を起こしていきます。


